
静岡県は、県内企業の国際業務や将来のビジネス人材確保等を支援するため、海外の大学

から今後国際的な舞台での活躍が期待される外国人大学生を受け入れ、県内企業で研修を行

う「静岡ビジネスインターンプログラム」を平成３年度から実施しています。

本年度は、モンゴルから１名の大学生が来静し、株式会社小松工業で研修を行いました。

＜研修の概要＞

・期 間 令和８年７月７日（火）～８月20日（木）

・研修先 株式会社小松工業（浜松市浜名区新原４３８２－１）

＜研修生について＞

＜研修について＞

大 学 学部・学年 氏 名

新モンゴル工科大学 機械工学部 １年 バトフー・ハスエルデネ

令和８年度 静岡ビジネスインターンプログラム

～モンゴルからの研修生が（株）小松工業で研修しました～

○研修内容

・工場見学、製品や製造工程の説明

・金型製作の体験実習

（ワイヤー加工、マシニング加工、

３Ｄスキャナでの測定等） など

○研修生の感想

小松工業では、技術的な知識だけでなく、実際に仕事

をするということがどのようなことなのかを学びまし

た。会社の皆さんも私をことを気にかけてくださり、日

本で生活する上でのことや、仕事を効率よく進めるため

の方法など、様々なことを教えてくださいました。研修

期間は短かったですが、何よりも役に立つ、貴重な経験

になりました。

○研修先企業より

今回、モンゴルからのインターンシップ生を受け入

れ、仕事や社員との交流を通して、日本の職場文化を体

験してもらいました。文化や言葉の違いがある中でも、

積極的に仕事に取り組む姿に私たちも刺激を受け、社員

にとっても「伝えること」「相手を理解すること」の大

切さを学ぶ機会となりました。

今回の経験を今後の人材育成にも活かし、これからも

地域に開かれた企業として、国や文化を越えた交流を大

切にしていきたいと思います。
インターン中のハスエルデネさん


